
巻頭 言

原子力教育・研究の再興を目指して

昨年夏には、新しい学長の就任があり、秋から冬にかけて大学の改革の議論

が始まり、当面学部・学科の再編成に目標を置くことになった。原子力研究所

においてもワーキンググループが組織され、将来計画が討議され、その結果、

全学的構想として原子力研究所は、原子力教育に更なる重点を置いた体制をと

ることとし、首都領域の大学における原子力研究拠点としての位置づけを確保

することにした。

ところで、今世紀における環境問題の重要課題の一つとして、C02ガスの放

出増加に起因する地球温暖化があげられている。日本は京都議定書をすでに批

准しており、C02ガスの放出量を1990年レベルの6%減に抑制することを国際

的に約束している。国内では、中央環境審議会はこの5月、地球温暖化による

2100年頃までの気温上昇を18～19世紀の産業革命前に比べて2℃以下に制限し

ないと全地球規模での問題が発生するとし、3℃以上の上昇があると海洋大循

環の停止の心配があると警告している。地球温暖化現象の抑制を図るためには、

化石燃料の燃焼の大幅削減と原子力発電の拡大が実際的な方策である。原子力

の開発利用のための人材養成を分担する大学の責務は重大である。

平成17年6月

武蔵工業大学原子力研究所

所長金子義彦
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